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施設所管部名： 県土整備部

１ 指定管理者の概要等

２ 管理業務の実施状況

指定管理者
の自己評価

県の評価

Ｂ
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Ａ

３ 施設の利用状況

指定管理者
の自己評価

県の評価

４ 管理業務に関する経費の収支状況（全期間） （単位：円）
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処理水量が次のとおり年々増加するなかで、良好な水質に処理している。
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指定管理料

全期間におけるコメント
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指定管理者が行う管理業務の内容

・流域下水道の機械施設及び電気施設の操作に関する業務
・流域下水道の施設、設備及び備品の維持管理に関する業務
・その他の業務

H19

H18

全期間におけるコメント

指定管理の全期間において、ライフラインである流域下水道施設を適切に管理を行い、汚水処理業
務を中断することなく安定したサービスの提供を行っている。また、放流目標水質は、法定排水基準を
上回る成果目標を設定し、実績のおいても概ね成果目標を達成し良質な水質を確保している。
コスト縮減についても、発注方法の改善、発生する汚泥の減量化及び職員構成の見直しによる人件
費の削減等に継続的に取り組み、成果目標以上の削減が図られている。特に平成２０年度は、前年度
と比較すると、処理水量が増加しているにもかかわらず、全体のコストは減少させている。H20

指定の期間 平成18年4月1日～平成21年3月31日

指定管理者が行う公の施設の管理状況全期間評価

施設の名称及び所在

三重県流域下水道施設
北部浄化センター  （三重郡川越町大字亀崎新田８０－２ 他）
南部浄化センター  （四日市市楠町北五味塚１０８５－１８）
雲出川左岸浄化センター （津市雲出鋼管町５２－５ 他）
松阪浄化センター  （松阪市高須町３９２２ 他）
宮川浄化センター  （伊勢市大湊町１１２６）

指定管理者の名称等 財団法人三重県下水道公社 理事長 田岡光生（松阪市高須町３９２２番地）



５ 成果目標及びその実績

目標 H18 H19 H20 目標 H18 H19 H20 目標 H18 H19 H20 目標 H18 H19 H20 目標 H18 H19 H20 目標 H18 H19 H20

4.0 2.5 2.0 2.0 8.0 7.4 7.0 7.2 3 2 2 2 7.2 6.5 6.6 6.9 0.5 0.4 0.5 0.5 76≧ 74.4 73.5 73.8

3.0 2.6 1.6 1.4 8.0 7.7 7.4 7.2 3 2 2 2 5.5 5.1 5.1 5.0 0.4 0.4 0.3 0.4 76≧ 73.7 73.5 73.5

4.0 2.4 2.0 1.6 9.0 8.2 8.1 7.4 3 1 0 0 10 9.1 8.6 7.2 0.6 0.4 0.3 0.3 77≧ 76.1 74.8 75.2

1.5 0.8 0.8 <0.5 9.0 6.4 6.0 5.7 <1 0 0 <1 9.0 8.0 7.6 7.8 0.5 0 0 <0.1 76≧ 73.2 73.9 74.1

10 3.4 3.4 1.6 10 10 8.1 7.7 10 2 <1 0 9.0 8.4 9.8 7.3 0.5 0.4 0.1 0.2 85≧ 81.4 78.3 76.7

６ 総括コメント

宮川浄化センター

脱水汚泥の年平均含水率３．８％削減 汚泥処分費８％削減

北部浄化センター

南部浄化センター

雲出川左岸浄化センター

松阪浄化センター

電力需給契約を長期化

コスト縮減目標

施設点検運転監視業務を包括委託化することで歩掛を改訂

BOD

全期間における成果目標及びその実績

放流目標水質 （年平均）
汚泥の含水率(%)

14.9％削減 17.03％削減 15.74％削減

T-N

再委託業務を複数年で契約（電気設備、計装設備点検業務）

設計額１．５％削減

設計額１％削減

T-P

基本料金２％削減

Ｈ２０実績

1.59％削減

4.15％削減

3％削減

4.15％削減

3％削減

Ｈ１８実績 Ｈ１９実績目標

SSCOD

（財）三重県下水道公社は、三重県流域下水道施設の指定管理者として①伊勢湾の水質保全及び改善に積極的に寄与する ②い
かなる状況下でも安定したサービスの提供を行う ③コスト縮減効果を受益者に還元する ④ ライフサイクルコストの低減を念頭に維
持管理を行う 等を管理運営の基本方針としている。

こうしたなかで、指定管理の全期間においてライフラインである流域下水道施設を適切に管理を行い、汚水処理業務を中断すること
なく安定したサービスの提供を行うとともに、放流水質も良質な水質を確保し公共用水域の水質保全及び改善に貢献している。

また、コスト縮減については、継続的なコスト縮減に取り組み大幅なコスト削減が図られており、流域下水道関係市町から高く評価さ
れている。

今後の課題としては、事業の持続性・専門性への対応の観点から、公社の職員構成について、県及び市町からの派遣職員が中心
となった構成からプロパー職員の採用を中心とした構成へと転換を図っており、今後も良質な水質を確保するとともに適正で安定した
サービスが継続的に提供されるよう必要な技術力を有した人材の育成が課題である。

H20 A

全期間におけるコメント

放流水質については、法定排水基準を上回る成果目標を設定し、概ね目標を達成し良質な水質を確保している。
コスト縮減についても継続的に取り組み、全体として成果目標以上の削減が図られている。
特に平成２０年度は、放流水質について全ての目標を達成している。

1.15％削減

4.1％削減

3％削減

1.14％削減

指定管理者
の自己評価

県の評価

※ 「２ 管理業務の実施状況」の自己評価    ：

※ 県の評価   ：

※ 「３ 施設の利用状況」
 「５ 成果目標及びその実績」の自己評価 ：

「＋」（プラス） → 指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。
「－」（マイナス）→ 指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。
「 」（空白） → 指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

「Ａ」 → 当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。
「Ｂ」 → 当初の目標を達成している。
「Ｃ」 → 当初の目標を十分には達成できていない。
「Ｄ」 → 当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。

「Ａ」 → 業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。
「Ｂ」 → 業務計画を順調に実施している。
「Ｃ」 → 業務計画を十分には実施できていない。
「Ｄ」 → 業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

H19 B

H18 B


